
演者　 一條 秀憲　博士	
　　　　東京大学・大学院薬学系研究科・細胞情報学教室　	

演題　 細胞がストレスを感じる仕組みの解明から創薬へ	

　　細胞のストレス応答は細胞が持つ最も基本的な生命現象のひ
とつであり、その破綻は、がん、神経変性疾患、免疫疾患、代謝性
疾患などをはじめとする多様な疾患の発症要因となります。私たち
の研究グループは、細胞の恒常性維持に深く関わる様々なストレ
ス応答（酸化ストレス、浸透圧ストレス、小胞体ストレス、ミトコンド

リアストレスなど）と、私たちが世界に先駆けて明らかにしてきたそ
れらストレスの受容・認識の「鍵となるオリジナルな分子群」に焦点
を当てながら、過去約20年間に亘り、一貫してストレス受容から細
胞応答に至る一連のストレスシグナル分子機構の解明とそれに基
づく創薬基盤の形成を目指してきました。本講演では、このような
「オリジナルな基礎研究に基づくアカデミア創薬への挑戦」を一例

として、治療標的、創薬標的という観点から見たストレスシグナル
研究の面白さをご紹介できればと思います。 	

日時　2016年7月14日（木）17:00-18:30	

※ 	本セミナーは医学系研究科系統講義コース科目の授業	
	として振替可能なセミナーです。	

会場   臨床講義棟　1階　小講堂　　　	

連絡先：発生発達神経科学分野 大隅 典子（内線8203）	


